
 

  

2018 年 8 月 4 日 土曜日 <一日目> 

13:00～ 英詩を読もう 英語教室 廣田麻子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:45～ 京大における原子核物理学研究の源泉  

 ～荒勝研究室の時代～ 物理学教室 牧野誠司 

 

 

 

興味のあるものだけでもご聴講いただけます。気軽にご参加ください。 

 

場  所： 和歌山県立医科大学 紀三井寺キャンパス 

図書館棟３階 生涯研修センター 研修室 

（自動車でお越しの方は附属病院駐車場〔有料〕をご利用ください。） 

日  時： 2018 年 8月 4日(土)、5 日(日) 

対  象： 一般（高校生以上） 

受講料： 無料 

申込み： 不要（当日直接会場にお越しください。） 

問合せ： 和歌山県立医科大学事務局総務課  TEL 073-441-0710 FAX 073-441-0713 

    （当日 11:00 の時点で特別警報や警報が発令されている場合、その日の講座は中止とします。） 

 

 京大における原子核物理学研究の源泉を、荒勝文策の足

跡を中心に辿ります。特に、荒勝グループによる太平洋戦

争下での研究と広島原爆調査、戦後の GHQ によるサイクロ

トロン廃棄などをもとに、科学と戦争・軍との関係につい

て考えます。 

 

みなさんとご一緒に読むシェイクスピアは、劇作家とし

て有名ですが、詩人でもありました。『ソネット集』とい

う恋愛詩集を書いています。とくに彼は比喩の名人であり

ました。比喩というのは、女性を花にたとえるように、物

事の説明に、これと類似したものを借りて表現する修辞の

ことです。きょうはシェイクスピアの『ソネット集』から

１８番のソネットを読もうと思います。シェイクスピアは、

愛する美しい人を何にたとえたと思いますか？ 

 

夏
の
公
開
講
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医学部 教養・医学教育大講座主催 

 



 

2018 年 8 月 5 日 日曜日 <二日目> 

13:00～ 好みと価値の行動分析学   

                    心理学教室 石井 拓 

 

 

 

 

 

 

 

14:45～ 粘菌から見える世界   

生物学教室 森田 強 

 

興味のあるものだけでもご聴講いただけます。気軽にご参加ください。 

 

“粘菌”という生き物をご存知でしょうか？ 和歌山

出身の南方熊楠が精力的に研究したことでも有名です

が、動物でも植物でもないとてもユニークで魅力的な生

き物です。今回は、粘菌がどのような生き物なのか、また

粘菌の研究がどのように人の役に立っているのかをご紹

介します。 

 

人や動物の行動を研究する心理学は、動物が物事に対

して感じる好みや価値を測り、それらが従う法則を徐々

に明らかにしてきました。この講演では行動経済学の研

究成果や、消費者行動を考える際の応用について紹介し

ます。 
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＜QR コード＞ 

大学ホームページでも 
お知らせしています。 

http://www.wakayama-med.ac.jp/ 


